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本研究の目的は,横 田家大工文書における住宅 に注目して,そ の住宅生産の実態 とその住宅およびこの地方における

庄屋住宅の平面の分析 を行 うことによって,横 田棟梁の手掛けた住宅の特質を明 らかにすることである。考察の結果,

まず住宅普請文書の作成過程は,社 寺建築の生産過程 における普請文書の作成と同じであること,横 田棟梁は庄屋住宅

の建設にとどまらず,庄 屋を通 して村落の寺社の造営 に積極的に関与 したと考えられること,横 田棟梁が手掛 けた住宅

は10棟 の内1棟 を除いてすべてが庄屋階層の住宅であ り,そ の中に3棟 の割頭庄屋の住宅が含 まれていたこと,割 頭庄

屋の住宅は普通庄屋の六間型形式 と区別 して,よ り格式的な表現 をもっていることなどを明らかに した。
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   This paper offers the analysis of and concideration on the architectural documents made by the masterbuilders, namely the 

Yokota family in the late Edo era. We have forcused especially on the farmhouses designed and constructed by them. As a result 

 of our research, we can point out the following findings : firstly, the Yokota Family had designed and constructed a number of 

farmhouses for the Syoya people's livings, secondly there was much difference between the Furegashira types and the Syoya ones 

they designed as a style of the farmhouses and thirdly the expression in Furegashira types was higher in formality than ones in 

Syoya types.

1.は じめに

横田家大工文書は,福 島県田村郡滝根町の町史編さん

に伴って行われた昭和59年 度の古文書調査 によって発見

されたものであ り,滝 根町古文書調査報告4(滝 根町資

料集第10集,昭 和61(1986)年3月)お よび滝根町古文書

調査報告6(滝 根 町資料集第14集,昭 和63(1988)年3

月)に その目録が集録 された。

この大工文書は全体で859点 を数え,建 築の種類 によ

って分類す ると,寺 院関係文書194点,神 社関係文書80

点,民 家関係文書64点,陣 屋関係文書6点,温 泉関係文

書21点,そ の他の建築(酒 庫 ・醤油蔵 ・社倉穀板倉 ・土

蔵 ・橋 ・刀掛け ・小学校 ・警察署)関 係文書33点,建 築

名不明文書413点(こ の内7割 にあたる295点 が絵 図),

その他文書(作 事掟 ・弟子入 ・書状 ・大工雛形本 ・祝詞

など)48点 か らなっている。

このような膨大な数の地方大工に関する資料は,全 国

的にみて希有なものであ り,し たがってこの文書は,近

世後期から近代初期にかけてのこの地方における地方大

工の建築活動の実態を明らかにする上で きわめて貴重な

資料であるといえよう文1)。

この文書に関するこれまでの研究は横田棟梁が手掛け

た社寺建築の調査研究注1)とこの文書の分析 による代表

的な社寺建築の生産の実態についての研究 謝 であった

が,本 研究では横 田棟梁が手掛けた住宅に注 目して,そ

の住宅生産の実態 とその住宅およびこの地方における庄

屋住宅の平面の分析を行 うことによって,横 田棟梁の手

掛けた住宅の特徴 を明 らかにすることを目的 としている。

2.横 田家大工文書における普請文書

横田家大工文書の内,住 宅 に関する文書を分類すると,

絵図27点,木 割帳関係文書11点,契 約書関係文書6点,

出納帳関係文書5点,出 面帳関係文書3点,見 積書関係

文書2点,仕 様書 ・禁制関係文書がそれぞれ1点 となっ

ていて,圧 倒的に絵図 ・木割帳関係文書が多い。
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これらの文書から,横 田棟梁が住宅 を設計一契約一施

工する上で,次 の順番で文書が作成 されたと考えること

ができる。すべての住宅において完全な形で普請文書が

残っているわけではないが,総 合的に判断すれば,ま ず

設計段階では図面(主 に平面図であるが,荻 野家住宅の

図面にみ られるように小屋伏図(図2-1)・ 断面図(図

2-2)・ 絵様図(図2-3)を 描 くこともあった),木 割帳,

見積書が作成 され,契 約段階で契約書が,施 工段階で出

面帳,出 納帳が作成されたと考えられる。この普請文書

の作成過程は,社 寺建築の生産過程における普請文書の

作成 と同 じであった文2〕。

また,横 田棟梁が使っている文書の名称は,平 面図を

「伏地 指(差)図 」「地指(差)図 」「伏 地 図」「地 割之

図」「地図」「伏図」,小 屋伏図を 「小屋之図」,断 面図を

「建地之図」,見 積 を 「積 り」,契 約 を 「請合」,出 面 を

「覚」,出 納 を 「入用」「通」などと呼んでいることがわ

かる。

3.横 田棟梁が手掛けた住宅

横田家大工文書によって,横 田棟梁が手掛けた住宅の

すべてを整理すると表3-1の ようになる。

横 田棟梁が手掛けた住宅は,表3--1に みるように文政

5(1822)年 の吉田家住宅(上 大越)を はじめとして,慶

応元(1865)年 の永山家住宅(広 瀬)ま で,建 築年代が不

明なものを合わせて10棟 に及ぶ。そしてその住宅は永山

家住宅1棟 の例外を除いてすべてが庄屋階層の住宅であ

ることがわかる。

このように普請文書によって横田棟梁が手掛けた住宅

を具体的に知ることがで きるが,何 代目の棟梁が住宅建

設に関与 したのか を探ってみると,「同所(上 大越吉 田

氏居館)造 作木割覚」「吉田氏御殿伏地指図」 「浜尾山川

氏建前木わ り牒」「山川氏御殿伏地図」「上大越村村上氏

御殿伏地図」「荻野氏居舎地指図」「荻埜之性家伏地指

図」「萩野氏居館地指図」 などの資料に 「蜘蛛流番匠横

田杢左衛門藤原包朋」 とい う名がみ られる。吉田家住

宅 ・山川家住 宅 ・村上家住宅 ・荻野家住宅を手掛けた

「包朋」 とは四代 目杢左衛門のことであ り,幼 名を広治

といった文3'。広治は横田家の建築生産活動 における第2

期(文 政2(1819)～ 明治元(1869)年)で ある全盛期を形

成し,蜘 蛛流棟梁の名をこの地方に広めた棟梁であった。

広治が全盛期 を形成するにあたって,こ の地方の有力

者である庄屋住宅を手掛けたのは,き わめて重要な意味

をもっていたと考えられる。



庄屋は武家に代わって農村支配を代行 し,そ れゆえ農

村社会における身分的 ・経済的地位が保証されていた。

その身分格式は住宅の規模および様式 に反映 されていた

のであるが,住 宅を建設 し,様 式を具体的に表現する技

術者 として大工棟梁がいた。格式の高い庄屋住宅は,き

わめて高い技術 をもった堂宮棟梁に依頼する必要があっ

たといえよう。

一方で横田棟梁の家柄をみると
,初 代杢左衛門である

善作が広瀬村の庄屋 を務めていたことが窺われ文4),庄

屋階層 との相互の交流があったことが想定される。

横田棟梁の住宅生産の範囲は図3--2に みるように,ほ

ぼ三春藩南部お よび小野郷に集中 しているが,こ れは横

田氏が広瀬村(滝 根町)に 居住 していたことか ら地理的

にいって当然のことであろう。この横田氏 と彼が建築 し

た住宅の施主である庄屋 との関係 をみた時,地 理的距離

からすれば,お そ らく庄屋 同士のつ きあいといったネ ッ

トワークが機能 していたと考えることができ,そ のネ ッ

トワークを利用 して,横 田氏は次々と庄屋住宅を手掛け

ていったのではないだろうか。

ここで庄屋のネットワークを具体的にみるために,広

瀬村の宇佐八幡神社の棟札 を取 り上げる。宇佐八幡神社

には明応6(1497)年 の修理棟札が保存され,直 接資料に

よって存在を確認で きる古社である。 また宇佐八幡神社

本殿の正面規模は7.23尺 あ り,こ の地域の他 に本殿に比

べて格段 の大 きさをもっている。これ らのことを考慮す

れば,当 社は中世において広瀬城主が支配 していた地域

である広瀬郷の総鎮守(郷 社)で あった可能性がある。

そのことは,寛 文5(1665)年 の本殿屋根葺替 ・拝殿造立

の費用が,広 瀬村だけでな く,仁 井町中,飯 豊村中,神

又村中,菅 谷村須藤一結 というように,か な り広域にわ

たる人々からの寄付 によって調達 されていることか らも

傍証 される文5)。また同棟札 によると,三 春藩城主秋田

氏お よび御家中衆,宝 蔵寺,竜 蔵寺や広瀬村諸旦那 とし

て大越長兵衛 ・郡司彦八郎 ・吉田源太などが当社の造営

に助成 している。中で も大越氏 ・郡司氏 ・吉田氏は広瀬

村の庄屋であり,こ れらの庄屋が他村から庄屋 を仲介 し

て造営費用の寄付金を調達 したのであろう。すなわち宇

佐八幡神社の造営を通 してみると,庄 屋がこの造営の世

話人 として重要な役割を果たしたことが窺われ,武 家 ・

寺社お よび各村の庄屋の相互が有機的なつなが りによっ

て結ばれていたと考えることができよう。

このように庄屋の権力は村落 においてはかなり大 きな

ものがあ り,特 に村落における寺社の造営に主導的役割

を果た している文6)。したがって横 田棟梁は庄屋階層 と

の有機的なつなが りによって,庄 屋住宅の建設者 として

の大工棟梁 という限定 された立場 にとどまらず,庄 屋 を

通 して村落の神社および寺院の建築生産に積極的に関与

するといった構造があった と考えることができよう。

4.横 田家大工文書における住宅

横田棟梁が手掛けた各住宅について,平 面の分析を試

みることにするが,ま ず各住宅の部屋名についてみるこ

とにしよう。

部屋名についてはすべての図面に記入されているわけ

ではな く,山 川家住宅 ・荻野家住宅Bで は 「納戸」,村

上家住宅では 「居間」,荻 野家住宅Aで は 「庭」「居間」

「座敷」,荻 野家住宅Cで は 「庭」「居間」「納戸」,矢 吹

家住宅では 「見店」,渡 辺家住宅(推 定)で は 「上檀」

「納戸」「居 間」「料理間」「庭」,蓬 田家住宅(推 定)で

は 「上檀」 「次問」「玄関座敷」「納戸」「居間」「小座敷」

「料理 間」「敷台」「小石場」,蓬 田家見世 では 「土間」

「勝手」「見世」「座敷」「料理間」「納戸」「小座敷」 とい

った部屋名が窺われる。

すべての部屋名がわかるのは蓬田家住宅 においてだけ

である(図4-30参 照)。 この住宅は食違形六間型の平面

構戒 となっていて,東 側に 「庭」 と呼ばれる土間部分が

あ り,そ の北側に 「台所」を設けている。西側床上部分

は表に 「居間」 「玄関座敷」「次問」,裏 に 「料理間」「小

座敷」「納戸」 「上檀」が配 され てい る。 また 「玄関座

敷」には,「敷台」「小石場」(土 間に小石を敷 き詰めた

場所 を指すのであろう)が 付 き,「上檀」北側 には 「畳

床」「棚」,さ らにその北側に 「尿尿所」が設けられてい

る。また 「料理間」北側 には 「出格子」が付いている、,

このように横田棟梁は,土 間部分 を 「庭」,床 上よ り

一段低い板の間を 「台所」
,床 上部分で居間を 「居間」,

勝手を 「料理間」,寝 間を 「納戸」または 「小座敷」,客

間を 「上檀」「次問」「玄関」(「玄関座敷」),式 台を 「敷

台」,便 所を 「尿尿所」 とそれぞれ呼んでいたことがわ

かる。

また,こ の地方で一般的に呼ばれている部屋名でいえ

ば,「 にわ」が 「庭」,「したえん」 または 「したい どこ

ろ」が 「台所」,「うわえん」または 「うわいどころ」が

「居間」,「げや」が 「料理間」,「なん ど」が 「納戸」 ま

たは 「小座敷」,「じょうだん」が 「上檀」,「ざしき」が

「次間」,「げんかん」が 「玄関」に相当す る。 また 「上

檀」一「次間」は 「い りざ しき」一「で とざ しき」 または

「ざしき」一「お もてざしき」 と呼ばれている。

つぎに横田棟梁が手掛けた住宅について,そ の平面 を

分析すると以下のようになる。ただしここでは部屋名を

蓬田家住宅にならって呼称することにする。

(01)吉 田家住宅(文 政5(1822)年)=多 間型

この住宅は西側 に土間部分である 「庭」があ り,東 側

床上部分 の表 に 「居間」「座敷」「玄関」「次間」,裏 に

「料理間」「納戸」「納戸」「上檀」が配 され,食 違形八間

型の平面形式 をもち,い わゆる多 間型 となっている。

「玄関」には南側 に 「敷台」,北 側 に 「床」が付 き,「上

檀」には北側に 「床」「棚」が付 き,そ の北側に廊下を



挟 んで 「尿尿所」「浴室」が設けられている。また 「次

問」南側および 「次間」「上檀」東側 に内縁形式の回り

縁が取 り付いている(図4-1～2参 照)、,

この住 宅の平面 は 「居 間」「座敷」「料 理 問」「納戸

(2室)」 の 日常生活のための空間と 「玄関」「次間」「上

檀」の接客空間から構成され,玄 関一次間一上檀の鍵形

座敷が成立 している。また式台.切 目縁 ・内縁形式の回

り縁,床 ・棚 といった格式的な要素がみ られることから,

庄屋住宅の中でもかなり上層に属する住宅形式 をもって

いると考えられる。

ところで吉田家は上大越村の庄屋であ り,当 家6・7

代が割頭 を務める家柄であったことがわかる嬉 。 した

が って吉田家住宅は割頭 にふさわしい格式の高い住宅形

式 をもっていたといえよう、,

～4参照)。この平面は日常の生活空間である 「上 り縁」

「座敷」「居間」「納戸」の部分 と接客空間である 「玄関」

「次間」「上檀」の部分から構i成され,い わゆる鍵形座敷

が成立 している,,吉 田家住宅に匹敵する格式の高い住宅

形式をもっているといえよう。

(02)山川家住宅(文 政5(1822)年)=多 間型

この住宅は西側 に 「庭」があ り,そ の南西隅 に 「馬

屋」が設けられている。東側床 ヒ部分は表に 「上 り縁」

「座敷」「玄関」「次問」,裏 に 「居間」「納戸」「上檀」が

配 された食違形六間型の平面構成 となっている。さらに

「居間」の北側 には土間と2室 か らなる建物,お そらく

隠居所が付属 している。玄関の南側には 「敷台」,北 側

には床 ・棚が設けられ,ま た 「上檀.1の 北側にも床 ・棚

が設けられ,さ らに 「次間」南側,「 次問」「上檀」東側

に1間 幅の内縁形式の回り縁が取 り付いている(図4-3

(03)村上家住宅(文 政6(1823)年)=三 間型

この住宅は西側 に 「庭」があ り,東 側床上部分に 「居

間」およびその東側の表に 「次間⊥ 裏に 「上檀」が配 さ

れた三間型の平面構戒 となっている。ただ し一般層の広

間形三間型 とは異 なって,「次 間」の南側 に 「玄 関」,

「上檀」の北側に床 ・棚が設けられている(図4-5～6参 照)。

ところで文政6(1823)年 当時村上家は吉田庄屋家の分

家であり,天 保6(1835)年 吉田作左衛門失脚の後に庄屋

を継 いだことがわかる文8)。この住宅に玄関や床 ・棚の

座敷飾があるのは,庄 屋である吉田家の分家であること

の表れであろう。

(04)荻野家住宅A(文 政9(1826)年)=食 違形四間型

この住宅は東側に 「庭」があり,西 側床上部分は表に

「居間」「次間j,裏 に 「料理間」「座敷」が配された,食

違形四間型となっている。「居間」南側に玄関,「座敷」

北側西寄 りに床が設けられ,「次問」南側お よび 「次問」



「座敷」西側に回 り縁が取 り付いている(図4-7～8参 照)。

荻野家は小野新町の名主であ り名主頭 を務めるほどの

家柄であったが,こ の住宅は荻野家の小野新町の別宅で

あ り,本 宅は雁股田にある。そのため名主頭の住宅とし

ては比較的小規模であ り,ま た格式表現 も吉 田家住宅

(大越町上大越)に 比べてかなり劣 ることになった とい

えよう。

(05)荻野家住宅B(安 政5・1858年)=変 形六間型

この住宅は雁股田の本宅であ り,三 問型の主屋の西側

に廊下を挟んで2室 構成 の客座敷 をつ くりこんだ構成 と

なっている。主屋 は東側 に 「庭」があ り,西 側床上部分

は 「居 間」 とその西側表に 「座敷」,裏 に 「納戸」 を配

している。「居 間」の南側に玄関,「座敷」の北側に床 ・

棚 を設けている。客座敷は表に 「次問」,裏 に 「上檀」

を配 した横 配列の続 き座敷 となっている。「次間」「上

檀」の西側 に外縁,「 上檀」東側に床 ・棚を設けている。

西側の客座敷は,名 主頭 としての執務を行 ったり,役 人

を接客するための役宅 と考えられる(図4-9～12参 照)。

(06)荻野家住宅C(安 政5・1858年):変 形六間型

この住宅は雁股田本宅の別案であ り,西 側 に土間部分

の 「庭」があ り東側床上部分 は表に 「居間」 と 「玄関」

「次問」,裏 に 「料理間」「納戸」「上檀」が配 され,6室

が変則的に配置 された変形六間型の平面形式 となってい

る。「居間」「料理間」「納戸」は生活空間として,横 に

配列 された 「玄関」「次間」「上檀」は接客空間 としての

性格をもっている。「上檀」東側には床 ・棚が設けられ,

北側には外縁が取 り付いている(図4-13～14参 照)。



(07)神俣家住宅(弘 化3(1846)年)

この平面図は既存の住宅に増築する部分のもの と考え

られる。表に 「六畳間」「玄関」「次問」を並べ,「 次問」

の北側 に 「上檀」 を配 している、,「六畳 問」はおそらく

既存の部屋であり,こ れに続けて玄1野 一次問一一上檀の鍵

形座敷 を増築 したのであろう。「玄関1の 南側には敷台,

北側には二間床が設けられ,「 上檀」の北側には床 ・棚,

東側北 寄 りに出書 院が設 け られ,「 次 問」南側お よび

「次間」「上檀」東側に内縁形式の回 り縁が取 り付いてい

る。縁の突 き当た りに浴室 ・尿尿所が設けられている

(図4-15～16参 照)、,

神俣家は割頭庄屋の家柄であり,こ の図面から判断す

ると,弘 化3年 に至ってようや く割頭の格式にふ さわし

い客座敷に整備 されたものと考えられる、

(08)矢 吹家住宅A(安 政3(1856)年):変 形四間型

この住宅は,西 側に土間部分の 「庭」があり,東 側床

上部分は 「居間」 と30畳 の広い 「見店」が配 され,「 居

間」の北側 に 「次 間」「上檀」が横 に配列 されている。

「上檀」の北側 には床 ・棚が,東 側に縁および北寄 りに

出書院が設けられ,4室 が変則的に配置された変形四間

型の平面形式 となっている(図4--17～18参 照)。

南側に 「庭」「居間」「見店」の生活空間,北 側に 「次

間」「上檀」の接客空間が配 され,庄 屋階層 に相応 しい

住宅形式 となっている。

(09)矢吹家住宅B(安 政3(1856)年)=変 形四間型

この住宅は表に西側か ら 「庭」 「居 間」「見店」を並べ,

裏に西側から 「上檀」「次間」「玄関」を並べている。5

室が変則的に配置 された変形四間型の平面形式 と考えら

れる。玄関 一次問一上檀は横に配列 され,「 上檀」には

床 ・棚 ・書院の座敷飾が整備 され,格 式の高い客座敷と

なっている。また30畳 の広い 「見店」の南側にある」二間

は通 り庭 となっていて,東 側には門構えが設けられてい

る(図4-19～20参 照)。

(10)永 山家住宅(慶 応元(1865)年)=三 間型

この住宅は主屋の西側に 「馬屋」,東 側に 「隠居」を

つ くりこんでいる。主屋の西側 に 「庭」があ り,東 側に

「居 間」その東側表に座敷 裏に 「納戸」 を配 した,三



間型の平面形式 となっている。「隠居」は東側に 「庭」

があ り,西 側に 「居間」,さ らにその西側表の 「座敷」

を主屋側 と共有 して使 っている(図4-21～22参 照)。

この住宅 には座敷飾などの格式的な表現はなく,一 般

層の住宅 といえよう。永山氏は横田氏が居住 していた旧

広瀬村の住人であると考えられ,地 縁的な関係か ら永山

氏の住宅を横田棟梁が手掛けることになったのであろう。

(12)渡 辺家住宅(推 定,建 築年代不明)=食 違形六間型

古道新田長久殿居宅は,遺 構調 査の結果を踏 まえて渡

辺家住宅と推定 した。

この住宅は主屋の西側に馬屋 をつ くりこんでいる。主

屋の西側 に 「庭」があ り,東 側の床上部分 は表に 「居

間」「玄関」 「次 間」,裏 に 「料 理問」 「納戸」「上檀」が

配された食違形六間型の平面形式 となっている。「庭」

「居間」「料理問」「納戸」が日常の生活空間であ り,「玄

関」「次間」「上檀」が鍵形座敷を構城 し,接 客空間とな

っている。 したがって 「玄関」の南側に式台,北 側東寄

りに床,「 上檀」の北側に床 ・棚 を設け,「次間」南側お

よび 「次間」「上檀」東側に内縁形式の回 り縁が取 り付

いている(図4-25～27参 照)。

この住宅は19世 紀中頃の有力な庄屋階層の典型的な住

宅の特徴 をもっているとい身よう.

(11)白石家住宅(推 定,建 築年代不明)=変 形四間型

司は白石家の屋号 と考えた。この住宅は東側に 「庭」

があ り,東 側 に 「居 間」 とその西側表に 「玄関」,裏 に

「次問」,さ らにその北側 に 「上檀」が配されている。4

室が変則的に配置された変形四間型の平面形式となって

いる。玄関一次間一上檀が横に配列された3室 の続 き座

敷が成立 し,「上壇」には床 ・棚 ・書院の座敷飾が設け

られ,東 側 ・北側 には回 り縁が取 り付けられている(図

4-23～24参 照)。



(13)田中家住宅(推 定,建 築年代不明)=食 違形四間型

遺構調査の結果を踏まえて,こ こに示 した指図を田中

家住宅の平面図と推定 した、,

この住宅は主屋の西側に馬屋 をつ くりこんでいる。主

屋の西側 に 「庭」があり,東 側の床上部部には表に 「居

間」「次間」,裏 に 「料理間」「上檀」が配 され,食 違形

四間型の平面形式 となっている。「居間」「次間」南側に

は外縁が取 り付いている。「上檀」北側には床 と押入が

設けられている(図4-28～29参 照)、,

この住宅は荻野家住宅A(文 政9(1826)年 〉と類似 し,

したがって19世 紀前期の庄屋住宅の特徴をもっていると

(14)蓬田家住宅A(推 定,元 治2(1865)年)

:食 違形六間型

不明な指図の内,消 去法によってこの指図を蓬田家住

宅の平面図と推定 した。

この住宅は西側 に 「庭」「台所」があ り,東 側床上部

分には表 に 「居間」「玄関」「次間」,裏 に 「料理間」「小

座敷」「納戸」「上檀1が 配され,食 違形六間型の平面形

式 となっている。「玄関」の南側 に敷台,北 側 に大床が

付 き,「上檀」北側には畳床 ・違棚が設けられ,「 次間」

南側お よび 「次 間」「上檀」東側に内縁形式の回り縁が

取 り付 いている。「庭」「台所」「居間」「料理問」「小座

敷」「納戸」 の部分は日常的な生活空間であ り,こ れと

強 く意識的に区別 して,「 玄関」「次間」「上檀」の部分

は鍵形座敷を構成 し,格 式の高い接客空間となっている

(図4-30～34参 照)。



(15)蓮 田家住宅B(推 定,19世 紀中)=整 形六間型

この住宅は東側に土間部分の 「庭」があ り,そ の東南

部隅に10畳 の部屋が設けられている。西側床上部分は表

に 「勝手」「見世」「座 敷」が,裏 に 「料 理間」「納戸」

「小座敷」が配され,整 形六間型の平面形式 となってい

る。ただし玄関や座敷飾 など格式的な表現はみられない。

これは蓬田家の本宅ではな く見世であったためか もしれ

ない(図4-35～36参 照)。

以上の横田棟梁が手掛けた住宅 を分類すると以下のよ

うになる。

多間型:吉 田家住宅,山 川家住宅

食違形六間型:渡 辺家住宅,蓬 田家住宅A

変形六間型:荻 野家住宅B,荻 野家住宅C

整形六間型:蓬 田家住宅B

食違形四間型:荻 野家住宅A,田 中家住宅

変形四間型:矢 吹家住宅A・B,白 石家住宅

三問型:村 上家住宅,永 山家住宅

5.三 春領および小野郷の庄屋住宅

三春領における,天 保15(1844)年8月 当時の支配機i構

を示すとつ ぎの通 りである。

各住宅の平面について分析すると以下のようになる。

(Ol)安瀬家住宅(18世 紀末)=広 間形三間型

東側に 「にわ」の土間部分 と西側に居間である 「ひろ

ぎ」 とその西側表の客間である 「ざしき」裏の寝間であ

る 「へや」が配置 される床上部分か ら構成 され,広 間形

三間型の平面形式 となっている。「ざしき」西側北寄 り

に床の間,南 側には外縁が設けられ,一 部西側に折れて

回っている(図5-1参 照)。

さらに領内の村々を代官支配に合わせてい くつかの

組 ・郷に分けて,庄 屋(名 主)の 上位にあって組村を束

ねる村役人が三春藩では割頭(割 元)と 称され,在 郷給

人として扱われた。藩は諸権利や役料 と引き替えに村の

有力者を取 り立て,藩 の政策 を郡奉行や代官に代わって

執行する職務代行者 を置いた。すなわち代官の下に10力

村前後を束ねる割頭(大 庄屋)を 任 じ,そ の下に2～3

名の庄屋をは じめ村役人を配 して,農 村を支配 していた

のである文9)。

三春領 における庄屋 階層 の住宅の変遷 は,「東北民家

史研究』(草 野和夫,1991年)に よると,次 の ように分

析 されている。村役層住居の平面形式は1期(18世 紀前

半)は 三問取 り,ll期(18世 紀後半)は 四間取 り,皿 期

(19世紀前半)は 六間取 りと変化 し,規 模はH期 には梁

間4間 が一一般的にな り,造 作はH期 に南側外縁が付いて

床の問が完成 し,皿 期 には玄関や客座敷に回 り縁が付 く

ようになった。また皿期 に離れ座敷を主屋座敷の縁側 に

接続 して敷設するようになり,寄 棟造茅葺,二 室構成で

内縁 を回し,上 段には床 ・棚 ・書院を設けていた。

ここで改めて横 田棟梁が手掛けた住宅の特徴 を考察す

るため,三 春領および小野郷における庄屋住宅の史料 を

で きる限 り収集 してみたところ表5-1の ようなものがあ

った。

(02)根本家住宅(19世 紀初)1食 違形四間型

西側に 「にわ」の土間部分があ り,そ の東北隅に 「し

たえん」西北隅に物置が設けられている。東側床上部分

は,居 間である 「うわえん」 とその東側表に客間の 「ざ

しき」裏に寝間の 「なんど」が,ま た北側に 「げや」が

配されている。このように三間型に 「げや」が付加 され

た食違形四間型の平面形式である。「うわえん」「ざし

き」の南側には外縁が付 けられ,「 ざしき」の北側 には

床の間 ・押入が設けられている(図5-2参 照)。

(03)宗像家住宅(19世 紀初)=食 違形四間型

東側に 「にわ」の土間部分があ り,そ の西側に 「した



えん」,北 側に 「おかって」の板の間が付いている。東

側床上部分は,居 間である 「うわえん」 とその西側に客

間として表の 「ざしき」裏の 「じょうだん」が,ま た北

側には寝間である 「へや」が配 されている。 このように

三間型 に 「へや」が付加 された食違形四間型の平面形式

である。「うわえん」「ざしき」の南側 と 「ざしき」西側

に外縁形式の回 り縁が付けられ,「 じょうだん」の西側

に床の間と押入が設けられている。この住宅では 「じょ

うだん」「ざしき」 といった横配列 の続 き座敷が成立 し

ている(図5-3参 照)。

室)が 配され,居 間 ・座敷境と下屋 ・納戸境が食い違っ

たいわゆる食違形四間型となっている。居間 ・座敷の南

側には外縁が取 り付 き,座 敷の北側に床間と押入が設け

られている。 この住宅では客座敷が1室 の表座敷 となっ

ている(図5-5参 照)。

(04)佐久間家住宅(元 治元(1864)年):食 違形四間型

中央に主屋があり,東 側に馬屋,西 側 に隠居所が付属

している。主屋は,東 側に土間部分である 「にわ」があ

り,そ の西北隅部 に 「したいどころ」が取 り付いている。

西側床上部は,居 間である 「うわいどころ」 とその西側

に客間として表の 「で とざしき」裏の 「い りざしき」が,

また北側に 「なんど」2室 が配されている。このように

三間型に 「なんど」が付加された食違形四間型の平面形

式である。「うわいどころ」「で とざしき」の南側に外縁

が,ま た 「でとざしき」の西側には隠居所 を挟んで廊下

が設けられ,「 い りざしき」の北側西寄 りには床の間が

ある。 この住宅では 「い りざしき」 「で とざしき」とい

った縦配列の続 き座敷が成立 している(図5-4参 照)。

(06)郡司長寿家住宅(19世 紀初):食 違形四間型

主屋の西側につ くりこみの馬屋が付属 している。主屋

の西側 に土間部分である庭があ り,北 側から西北隅にか

けて下縁が設けられている。東側の床上部分は表 に上縁

と表座敷,裏 に納戸 と座敷が配され,上 縁 ・納戸境 と表

座敷 ・座敷境が食い違ったいわゆる食違形四間型 となっ

ている。上縁 ・表座敷の南側 と表座敷 ・座敷の東側に,

回り縁ではないが外縁が設けられている。座敷北側に床

の間と押入が付いている。この住宅では座敷 ・表座敷 と

いった縦配列の続 き座敷が成立 している(図5-6参 照)。

(07)郡 司知通家住宅(19世 紀初)=食 違形四間型

主屋の東側 につ くりこみの馬屋(内 馬屋)が 付属 して

いる。主屋の東側に土間 ・台所の土間部分があ り,西 北

隅に下縁が張 り出している。西側の床上部分は表に上縁

と座敷が,裏 に小部屋 と上段の間が配 され,上 縁 ・小部

屋境 と座敷 ・上段境が食い違ったいわゆる食違形四間型

(05)佐藤家住宅(天 保5(1834)年)=食 違形四間型

主屋の東側につ くりこみの馬屋,西 側につ くりこみの

隠居が付属 している。主屋の東側に=ヒ間部分の庭があり,

西側の床上部分は表 に居間と座敷,裏 に下屋と納戸(2



となっている。上縁 ・座敷の南側,座 敷 ・上段の間の西

側に内縁形式の回り縁が付 き,上 段の問の北側には床の

間 ・違棚が設けられている。この住宅では上段の間 ・座

敷といった縦配列の続 き座敷が成立 し,平 面構成は郡司

長寿家 と左右逆になっている(図5-7参 照)。

(08)田中家住宅(19世 紀初):食 違形四間型

主屋の西側 につ くりこみの馬屋,東 側にミソベヤが付

属 している。主屋 の西側 に土間部分があり,北 東隅にシ

タエンを設けている。東側の床上部分は表にウワエ ン ・

ザ シキ,裏 にヘヤ ・ナンドが配 され,ウ ワエン ・ヘヤ境

とザシキ ・ナン ド境が食い違ったいわゆる食違形四間型

となっている。この住宅に座敷飾がみられなかったのは,

あるいはこの建物が隠居所 として造られたためであった

からか もしれない(図5-8参 照)。

寄 りにオシイタが,「 とこのま」の北側 に床 ・棚,西 側

北寄 りに書院が設けられ,「 いどころ」「へや」の南側 と

「へや」「とこのま」の西側に内縁形式の回 り縁が取 り付

いている。床上部分には7室 の部屋が設けられていて,

いわゆる多間型となっている(図5-12参 照)。

(09)渡 辺家住宅(当 初,19世 紀初)=食 違形六間型

主屋の西側 に内馬屋が付属 している。主屋の西側に庭

の土間部分があ り東北隅に下縁が張 り出している。東側

の床上部分には表に居間 ・玄関 ・座敷が,裏 に料理問 ・

納戸 ・上段が配されている。居間 ・料理問境 と玄関 ・納

戸境 と座敷 ・上段境が食い違ったいわゆる食違形六間型

となっている。玄関には式台が付 き,座 敷南側 と座敷 ・

上段東側 と上段北側に内縁形式の回 り縁が取 り付き,上

段西側 には1間 半の大床が設けられている。この住宅で

は上段 ・座敷 とい った横配列の続 き座敷が成立 している

(図5-9参 照)。

(13)石井家住宅(明 治初)=多 間型

この住宅は2階 建てであ り,1階 の平面は以下の よう

である。東側 に土間部分である 「にわ」があ り,そ の西

側 に 「したえん」「だいどころ」が設け られ,東 側 には

「かいこべや」が2室 設け られている。東側床上部分は

大 きく南側に6室,北 側 に3室 が配され,南 側部分は表

に 「うわえん」「中の間」「上段の間」,裏 に 「いどころ」

「中の間」「上段の間」が食違形六間型に配 され,北 側部

分には 「なんど」「居候部屋」「居候部屋」の3室 が横に

配列されている。このようにこの住宅は食違形六間型の

北側に3室 を付加 したいわゆる多間型となっている(図

5-13参 照)。

(12)大方家住宅(19世 紀中):多 間型

主屋の東側に 「にわ」の土間部分があ り,北 側に 「し

たえん」「だい どころ」の板 の間が設 けられている。西

側床上部分は 「い どころ」の西側表に 「へや」2室,裏

に 「なんど」「とこのま」が配 され,ま た 「い どころ」

の北側 に 「なん ど」,「なん ど」「とこの ま」の 北側 に

「いんきょ」が配されている。「い どころ」の西側中央北

以上のように庄屋住宅を分析 した結果,こ の地方の庄

屋住宅は以下のように分類される。

広間形三間型:安 瀬家住宅

食違形四間型:根 本家住宅 ・宗像家住宅(当 初)・ 郡司

長寿家住宅 ・郡司知通家住宅 ・田中家住宅

食違形六間型:渡 辺家住宅(当 初〉

多問型:渡 辺家住宅(中 古)・ 宗像家住宅(中 古〉



大方家住宅 ・石井家住宅

さらに,平 面形式の変遷をみると広間形三問型→食違

形四間型→食違形六間型→多間型 と変化 したと考えるこ

とができる。

6.横 田棟梁が手掛けた住宅の特徴

横 田棟梁が手掛けた住宅は,一 般階層の村上家住宅 ・

永山家住宅は三問型,庄 屋階層の荻野家住宅A・ 田中家

住宅は食違形四間型で,い ずれ もこの地方の民家の平面

形式と類似性がみられる。それに対 して変形四間型であ

る矢吹家住宅 ・白石家住宅は店舗付住宅としての特徴を

もっていて,遺 構でみるかぎり,こ の地方では他にあ ま

り例がみ られない。また横田棟梁が手掛けた住宅には,

六間型および多間型文'0)の民家が多 くみ られ,庄 屋階層

の中で も比較的上層の庄屋,た とえば割頭クラスの庄屋

の住宅が横田棟梁によって建築 されていることがわかる。

特 に多間型民家である吉田家住宅 ・山川家住宅では,

玄関に式台および玄関北側 に床の間を設けている。また

吉田家住宅や神俣家住宅のように,「上檀」北側に尿尿

所(便 所)・ 浴室を設備 しているのは,こ の部屋に役人

が宿泊する時のことを想定 して設けられたものであ り,

これは割頭の住宅であ り,あ まり一一般的な農家にはみ ら

れない特徴である。

山川家住宅は,「次間」「上檀」に1間 幅の回 り縁が設

けられ,入 側半間幅に畳が敷き込 まれていたと考えられ

る。半間幅の畳床をもった一間幅の回 り縁は,大 名住宅

にはみられるものの注3/,…般的な庄屋の住宅 にはみ ら

れない特徴である。

このように庄屋階層の中で,割 頭庄屋 と普通庄屋との

問に住宅形式が異なることが明 らかになった。割頭庄屋

の平面形式は六間型または多間型であ り,式 台付玄関を

もち,玄 関には床の間を設けている。玄関一次問一上檀

が鍵座敷を構成 し,次 問一上檀には内縁 ・切 目縁形式の

回 り縁が取 り付 き,軒 には角材 の化粧 垂木が用い られ

(図2-2参 照),次 間 ・上檀境 に欄間,h檀 には床 ・棚 ・

書院が設けられる。また上檀北側には便所 ・浴室が しつ

らえられ,役 人を接客するための格式空間が整備 され,

普通庄屋の住宅にはみ られない特徴をもっている。

8.お わ りに

これまでの考察をまとめると以 下のように要約するこ

とができる。

(1)住宅普請文書の作成過程は,社 寺建築の生産過程 に

おける普請文書の作成 と同 じであった。

(2)横田棟梁は庄屋住宅の建設者 という立場にとどまら

ず,庄 屋 を通 して村落の寺社の造営に積極的に関与

するといった構造があったと考えることができる。

(3)横 田棟梁が手掛 けた住宅は10棟 の内1棟 を除いてす

べてが庄屋階層の住宅であ り,そ の中に3棟 の割頭

庄屋の住宅が含 まれていた。

(4)割 頭庄屋の住宅は,概 して多問型形式であ り,普 通

庄屋の六間型形式 と区別 していたと考えられる。

(5)横田棟梁が手掛けた割頭庄屋の住宅は,こ の地方の

庄屋住宅に比べて,よ り格式的な表現をもっている。

<注>

1)横 田棟 梁が 手掛 けた建築の内現存する もの と大工文書 の内容

を比較検討するために7回 に及ぶ建築 調査が行 われ,下 記 の

ような調査報告書が ま ヒめられた。

滝根町建物調査 報告1(滝 根 町資料 集第11集)1986年3月 滝

根町建物調査報 告2(滝 根 町資料集 第13集)1987年3月 滝根

町建物調査報告3(滝 根 町資料集 第15集)1988年3月 滝根町

建物調査報 告4(滝 根 町資料集 第17集)1989年3月 滝根町建

物調査報告5(滝 根 町資料集第18集)1990年3月 滝根町建物

調査報告6(滝 根 町資料 集第20集)1991年3月 滝根町建物調

査報告7(滝 根町資料集第21集)1993年3月

2)文 書の分析 を中心 にして下記の様 な研究論文がまとめ られた。

白井裕泰 「横 田家 大工 文書 の研究(1)」 共栄学園短期大学研究

糸己要第11号曹(1995勾三)

白井裕泰 ・五ノ井浩二 「大工棟梁横 田氏 の建 築生産 の実態 に

ついて一横田家大[文 書の研究(2)一 」共栄学園短期大学研 究

紀要第13号(1997年)

白 丼裕泰 ・高橋祐 二 「鹿 島神 社造営 にみる大工棟梁横 田氏 の

建築生産の実態について一横田家大工文書の研究(3)一 」共栄

学園短期大学研究紀要第14号(1998年)

白井裕泰 「蜘蛛流 大工棟梁横田氏の虹梁絵様 について一横 田

家大工 文書 の研究(4)一 」共栄 学園短期 大学研究紀 要第15号

(1999年)

3)春 日局邸 平 面図(太 田博太 郎 『図説 日本住 宅 史』彰 国社,

p.44,1948)参 照
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